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AlFeSi，573K 付近では単体 Si の析出が観察された。約
773K以上の高温で観察される Al3Fe は，本抽出残渣法で
用いたフィルタのメッシュサイズによってある程度補捉
可能なサイズであるが，約





deformed 材およびDeformed 材ともに，ほぼ実験点と一
致した。ここで，Deformed 材の TTP 曲線における析出
ノーズは，熱間加工により短時間側に移行したが，加工
誘起による促進効果は，低温側の方が大きくなった。こ
れは，回復・再結晶速度の温度依存性によるものと考え
られる。Deformed 材では，保持温度が 773K のとき，
200～300sec で再結晶が完了したのに対し，保持温度が
673K のときは，3,600sec 後でも再結晶率が 50～60％で
あった。このため，低温側ほど転位密




